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第４次総合計画 中間振り返りシート 記入要領 

 

１ 第４次総合計画 基本計画で見直す点 

   主に「現状と課題」「施策の内容」「施策の指標」の３点を見直します。 

（詳細は参考資料のとおり） 

 

２ 庁内照会シートの作成 

 

（１）中間振り返り（実現できたこと）・中核市移行による影響 

・2019.4 から 2022.7 末までの期間に実施したことを、特筆すべき点に限って整理 

・行政評価の「施策の評価シート」にある「施策の取組状況」を参考にまとめる（過去３年分） 

・中核市移行基本計画において、中核市移行により「地域の保健衛生の推進」「行政サービスの 

効率化・迅速化」「特色あるまちづくりの推進」の３つの効果があると整理していたことから、

これらのどの効果があったかも含めて整理 

  ⇒計画の見直しポイント「現状と課題」に反映します。 

 

（２）施策における追加・修正点及び中核市移行で更に進めるべきこと 

・第４次総合計画見直しで追加すべきことの洗い出し（箇条書き又はキーワードで整理） 

・重点取組 2019、施政方針等を参考にする 

・参考に「事務局が考える追加・修正点」を記載 

  ⇒計画の見直しポイント「施策の内容」に反映します。 

 

（３）指標 

 ・現行のまま、目標値見直し、指標見直し、のいずれかを選択し、その理由を記載 

 ・参考に「事務局意見」を記載 

  （事務局は「現行のまま、達成済みのため目標値を見直し、大幅に未達のため目標値を見直し、 

つながりが不明瞭であり見直し、事業完了により見直し、コロナの影響で時代にそぐわず 

見直し」の６つの選択肢から選んで記載） 

 ・新しい目標値、指標については、素案作成の段階で検討 

   ⇒計画の見直しポイント「施策指標」に反映します。 

 

 指標見直しのポイント 

 ・目標値を達成済み、又は大幅に未達の場合は目標値見直し 

・施策とのつながりが不明瞭、事業完了、コロナ禍による状況変化の場合は指標見直し 

   講座、講演会などのイベント系の参加者数 

オンライン開催等を含めた実績とすることとして指標の見直しは原則行わない。 

ただし、実施形態の変更によって必要に応じて目標値は見直し。 

   建物・館への来館者数 

    コロナ禍で来館者の減が見込まれるが、今回は計画見直しのため原則として指標は 

削除せず、新しく追加することで、より現状に適した指標を設定する 
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保健所（保健医療総務室・地域保健課・衛生管理課）所管分 

 第４次総合計画策定時点では保健所の想定がなかったため、現在、保健所が行っている事業を 

紐づけている施策ごとに、それに該当する管理事業等を示しています。 

 

（１）中間振り返り 

・各事業が紐づいている施策の内容に沿って、実現できたことを整理 

  ⇒計画の見直しポイント「現状と課題」に反映します。 

 

（２）施策の方向性 

 ・「施策の位置づけ」では、実施している事業を、見直し後の第４次総合計画の中でどう位置   

付けるのが良いかを整理 

 ・以下から選択し、合わせて理由、変更後の内容等を記載 

ア 新たな政策の設定が必要 

イ 違う政策の中で、新たな施策の設定が必要 

ウ 同じ政策の中で、新たな施策の設定が必要 

エ 施策の位置づけは変更しない 

 

  例）「新型感染症対策事業」は現行計画で 

大綱：２ 防災・防犯 

政策：2-1 災害に強く安心して暮らせるまちづくり 

施策：2-1-1 危機管理体制の充実         に基づいて進めている事業です。 

    「ア 新たな政策の設定が必要」の場合 

     現在の計画では 19 の政策がありますが、新たに政策を立ち上げ、そこに事業を位置付ける必要がある 

場合。大綱２のままで政策３を設けるか、別の大綱に新たな政策を設けるかになります。 

    「イ 違う政策の中で、新たな施策の設定が必要」の場合 

     現在の計画にある 19 の政策のうち、現行の「政策１ 災害に強く安心して暮らせるまちづくり」以外の 

政策に位置付ける必要がある場合。その場合、施策も新たに立ち上げることになります。 

    「ウ 同じ政策の中で、新たな施策の設定が必要」の場合 

     現行の「政策１ 災害に強く安心して暮らせるまちづくり」の中に施策 2-1-1 ではない、新しい施策を 

立ち上げる場合。 

    「エ 施策の位置づけは変更しない」の場合 

     現行計画で位置づけた施策に基づき引き続き事業を実施する場合。 

 

 ・「計画見直しの方向性」には、現行計画における施策の内容で記述できていない点を中心に、 

見直し後の計画で記載すべき施策の内容を記載 

⇒計画の見直しポイント「施策の内容」に反映します。 

 

（３）想定される指標案 

 ・現行計画では「施策の指標」が設定されていないため、新たな指標を検討 

   ⇒計画の見直しポイント「施策指標」に反映します。
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【参考資料】第４次総合計画 見直しポイント（図解） 

見直さない × 

見直す ● 

策定時からの情勢変動等により、見直しが必要か

分析の上、内容を修正する。 

原則見直さない × 

見直す ● 

目標の達成状況や個別計画などの指標との整合を

確認し、必要に応じて見直し。 

個別計画・総合戦略の指標と原則、一致させる。 

 

 

時点修正 ▲ 

必要に応じて見直す ● 


